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虐
待
の
種
類

　
「
虐
待
」
は
、
次
の
よ
う
に
大
き
く
4

つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

○○
身
体
的
虐
待

殴
る
、け
る
、戸
外
に
閉

め
出
す
な
ど
生
命
に

危
険
を
及
ぼ
す
行
為
。

最
も
多
い
の
が
こ
の
虐

待
。

○○
ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
放
棄
・
怠
慢
）

食
事
を
与
え
な
い
、
不
潔
な
環
境
で

生
活
さ
せ
る
、病
気
に

な
っ
て
も
病
院
に
連

れ
て
行
か
な
い
、置
き

去
り
に
す
る
な
ど
の
行

為
。

○○
心
理
的
虐
待

脅
迫
す
る
、傷
つ
け
る
こ
と
を
繰
り

返
し
言
う
、無
視
す
る
、兄
弟
姉
妹

と
差
別
す
る
な
ど
、心
理
的
に
追
い

つ
め
る
行
為
。
子
ど
も
の
目
の
前
で

D
V（
配
偶
者
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
）

が
行
わ
れ
る
こ
と
も

こ
れ
に
該
当
す
る
。

○○
性
的
虐
待

性
交
・
性
的
暴
行
・
性
行
為
を
強
要
す

る
、性
器
を
見
せ
る
、わ

い
せ
つ
な
写
真
の
被

写
体
に
な
る
こ
と
を

強
要
す
る
な
ど
の
行

為
。

増
え
る
虐
待

　

平
成
16
年
度
に
全
国
の
児
童
相
談
所

で
取
り
扱
っ
た
児
童
虐
待
の
件
数
は
、

約
3
万
２
，０
０
０
件
。
福
岡
県
内（
政

令
市
を
除
く
）で
は
８
７
９
件
に
も
上

り
、そ
の
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
春
日
市
内
の
虐
待
件
数
は

45
件
。こ
れ
は
、筑
紫
地
区
で
、最
も
多

い
数
字
で
す
。

虐
待
と
は
・
・
・

　

児
童
虐
待
防
止
等
に
関
す
る
法
律
で

は
、虐
待
は「
保
護
者
が
、児
童
の
健
や

か
な
心
身
の
成
長
・
人
格
形
成
に
重
大

な
影
響
を
与
え
る
行
為
」と
定
義
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、基
本
的
人
権
を
侵
害

す
る
行
為
で
あ
り
、誰
で
あ
っ
て
も
、許

さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

実
際
、
そ
の
行
為
が「
虐
待
」
な
の
か

「
し
つ
け
」
な
の
か
、
判
断
す
る
の
は
難

し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
は「
し
つ
け
」だ
と
思
っ
て
い

て
も
、子
ど
も
自
身
が
納
得
で
き
る
理

由
が
な
い
場
合
や
、感
情
を
ぶ
つ
け
る

だ
け
の
叱
り
方
は
、「
し
つ
け
」と
は
言

え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
行
動
が
、子
ど
も
の
心
と
体
の
発

達
の
妨
げ
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、そ
れ

は「
虐
待
」だ
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

「児童虐待」
新聞やニュースで、この言葉を聞かない日はありません。

子どもの体を傷つけ、心を傷つけ、
時には命までも奪ってしまう虐待。

未来ある子どもを守り、
笑顔を取り戻すために、私たちができること。

一緒に考えてみませんか。
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写真はイメージです。写真はイメージです。写真はイメージです。

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら

　

虐
待
は
、隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、問
題
と
し
て
な
か
な
か
表
に
出
て

き
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、学
校
や
地
域
の
人
々

な
ど
、子
ど
も
の
身
近
に
い
る
人
か
ら

の
通
報
が
と
て
も
重
要
な
の
で
す
。

　

法
律
で
は
、通
告
義
務
の
対
象
範
囲

を「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

4

4

4

4

児
童
」

と
し
て
い
ま
す
。
は
っ
き
り
と
は
言
い

切
れ
な
く
て
も
、「
虐
待
か
も
」と
思
っ

た
ら
、な
る
べ
く
早
く
関
係
機
関
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
が
何
よ
り
、虐

待
の
早
期
解
決
に
つ
な
が
り
、そ
の
家

族
を
救
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、調
査
の
結
果
、虐
待
で
は

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
連
絡
し
て
き
た

人
の
責
任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、連

絡
し
て
き
た
人
の
情
報
や
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

相
談
に
応
じ
ま
す

　

相
談
の
際
は
、
個
別
の
対
応
を
基
本

に
、身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
話
を
聞

い
た
り
、相
談
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
や
医
療
機
関
な
ど
を
紹
介
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
先

　

平
成
16
年
度
に
同
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
た
相
談
件
数
は
、
年
間
５
１
７
件

（
乳
幼
児
に
関
す
る
相
談
が
7
割
、
小
・

中
学
生
に
関
す
る
相
談
が
3
割
）。児

童
虐
待
に
関
す
る
も
の
は
、
こ
の
う
ち

15
％
を
占
め
ま
し
た
。

　

相
談
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

子
ど
も
の
心
身
の
発
達
や
病
気
、
気
が

か
り
な
行
動
、保
護
者
自
身
の
病
気
、家

族
・
親
戚
と
の
関
係
、
子
ど
も
の
愛
し

方
、経
済
的
な
問
題
、近
所
の
人
と
の
人

間
関
係
な
ど
、
そ
の
背
景
に
は
複
数
の

要
因
が
絡
み
合
っ
て
い
る
場
合
が
多
い

よ
う
で
す
。

　

子
育
て
は
、な
か
な
か
理
想
通
り
に

は
い
か
な
い
も
の
。
悩
み
を
言
葉
に
出

す
だ
け
で
、解
決
の
糸
口
が
見
え
て
く

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、友
人
や
家
族
、そ
し
て
相
談
機
関

な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○○
福
岡
県
中
央
児
童
相
談
所

　
（
原
町
３

ｰ

１

ｰ

７
）

　

相
談
日
時　

毎
日（
休
日
や
夜
間
も

　
　
　
　

可
）

　

☎（
５
８
６
）０
０
２
３

　

5（
５
８
６
）０
０
４
４

○○
春
日
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
須
玖
南
２

ｰ

１
２
０
）

　

相
談
日
時　

月
〜
土
曜
日（
祝
日
・
年

　
　
　
　

末
年
始
を
除
く
）　

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時

　

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

　

5（
５
８
４
）７
７
３
９　
　

解
決
の
糸
口

　

昨
年
度
の
法
律
の
改
正
で
、
児
童
相

談
所
と
と
も
に
、各
自
治
体
も
、虐
待
な

ど
の
通
告
窓
口
に
加
わ
り
ま
し
た
。
春

日
市
で
は
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

窓
口
を
設
置
し
、電
話
や
面
接
、E
メ
ー

ル
、訪
問
な
ど
で
、0
歳
〜
18
歳
の
子
ど

も
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

■春日市子育て支援センター相談内容内訳
（平成 16 年度）

問い合わせ先
●

子育て支援課　
☎（584）1010 5（584）7739

●

人権女性政策課
☎（584）1111 5（584）1153

環境・福祉
30.0%

性格・生活習慣など
19.1%

不登校・非行
7.5%

心身障害
9.1%

その他
13.7%

学校関係
3.3%

家族関係
1.5%

知能・言語
1.0%

ネグレクト
37件

児童虐待児童虐待
14.7%（76件） 14.7%（76件） 

心理的虐待
29件

性的虐待
2件

身体的虐待
8件
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老
人
ク
ラ
ブ
と
は
・
・
・

　

昭
和
20
年
代
半
ば
、
高
齢
者
が
自
ら
集
い
、
新
た
な
役
割
を

求
め
て
設
立
し
た
自
主
組
織「
老
人
ク
ラ
ブ
」。設
立
か
ら
半
世

紀
た
っ
た
現
在
、
そ
の
数
は
全
国
で
13
万
を
超
え
、
会
員
数
は

約
８
５
０
万
人
に
も
上
り
ま
す
。春
日
市
内
の
30
の
老
人
ク
ラ

ブ
も
、
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
特
長
あ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

会
員
数
も
２
，０
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、「
健
康
づ
く
り
」や「
趣
味
・
文
化
の

サ
ー
ク
ル
活
動
」と
い
っ
た「
生
活
を
豊
か
に
す
る
楽
し
い
活

動
」と
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」や「
環
境
美
化
」と
い
っ
た「
地

域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
」に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動

　

春
日
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、筑
紫
野
警
察
署
と
筑
紫
地

区
4
市
1
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
個
人
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
つ
い
で
隊
」の
活
動
推
進
に

協
力
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
、
外

出
の
際
に「
つ
い
で
隊
」の
腕

章
を
着
け
る
。
日
常
生
活
の
中

で
の
こ
の
小
さ
な
活
動
が
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
守
り
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
こ

と
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　今後ますます加速が予想される高齢化。高齢者が
互いに支え合い、励まし合い、楽しみを共にするこ
と、そして、長寿の喜びを実感できる人間関係を築く
ことがとても重要になってきます。
　自分自身の生きがいや健康づくり、そして、社会参
加の足がかりとして、老人クラブ活動に参加してみ
ませんか。



地 区 クラブ名 人員 会長名 電話番号

下白水南 あすなろ会
かい

65 大
おお の

野　勤
つとむ

501-2464

下白水北 松
まつばかい

葉会 53 妻
つまどり

鳥　榮
えいいち

一 571-2902

上白水 白
はくすいかい

水会 50 金
かなどう

堂　辰
たつあき

昭 591-8358

泉 いずみ会
かい

80 吉
よし だ

田　次
じろ う

郎 585-9022

白水池 福
ふくじゅかい

寿会 66 津
つ る さ き

留崎　啓
けいし

史 582-2558

松ヶ丘 松
まつ

の実
みか い

会 58 梅
うめはら

原　宰
おさむ

596-7890

天神山 天
てんじんかい

神会 64 木
きのした

下　明
あきら

501-4458

昇町 白
はくじゅかい

寿会 77 池
いけ だ

田　幸
ゆき お

男 573-9866

小倉 長
ちょうじゅかい

寿会 68 西
にしむら

村　大
だいじろう

二郎 582-1000

大谷 南
なんじゅかい

寿会 85 宮
みやざき

崎　安
やすはる

治 572-8053

大和町 大
やまとかい

和会 26 石
いし い

井　義
よしひろ

宏 592-1103

小倉東 春
しゅんこうかい

光会 52 菅
すが の

野　久
ひさ お

雄 582-1473

岡本 仙
せんじゅかい

寿会 54 御
み た ら い

手洗　晃
こうじ

治 592-0816

日の出町 高
たかさごかい

砂会 67 野
のさ か

坂　賢
けん じ

二 501-6854

桜ヶ丘 松
まつことぶきかい

寿会 120 谷
たにやま

山　昇
のぼる

585-1770

紅葉ヶ丘 紅
こうようかい

葉会 68 原
はら

　邦
くに と

門 591-0717

ちくし台 睦
むつみかい

会 80 中
なかもと

元　康
やす お

夫 572-3943

惣利 ことぶき会
かい

64 尾
お の

野　孝
たかお

生 595-0064

若葉台西 西
にしわかばかい

若葉会 100 谷
たにざき

崎　今
け さ い ち

朝一 582-5385

若葉台東 東
ひがしわかばかい

若葉会 56 瀬
せ と

戸　猷
のりたか

央 571-3845

光町 光
こうじゅかい

寿会 48 中
なかしま

島　力
ちから

575-1005

光町 永
えいじゅかい

寿会 53 林
はやし

　清
きよ み

美 591-8048

宝町 宝
ほうじゅかい

寿会 30 江
えぐ ち

口　正
まさとし

利 591-3096

千歳町 千
せんじゅかい

寿会 81 衛
えと う

藤　一
かず み

美 591-8140

千歳町 親
しんわかい

和会 41 荒
あらぐち

口　正
ただし

581-5428

須玖北 福
ふくじゅかい

寿会 70 武
たけすえ

末　義
よしひさ

久 575-5979

須玖南 南
みなみふくじゅかい

福寿会 111 坂
さか い

井　守
まもる

581-5505

弥生 弥
やよい

生クラブ 61 山
やま だ

田　隆
たかよし

義 591-1676

春日 若
わかみずかい

水会 122 白
しろうず

水　一
かずのり

則 595-1079

平田台 緑
りょくすいかい

翆会 52 吉
よしむら

村　昌
しょうじ

時 595-1263
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み
ん
な
で
元
気
で
楽
し
く
過
ご
そ
う

春
日
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長　

副そ
え
じ
ま島
昭し

ょ
う
い
ち一

　
「
仲
間
を
誘
っ
て
、お
互

い
に
良
い
人
生
を
送
り
ま

し
ょ
う
」
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

こ
の
大
き
な
目
標
に
向
け

て
、「
み
ん
な
で
健
康
な
心

と
体
を
つ
く
ろ
う
」「
暮
ら

し
を
支
え
る
笑
顔
の
訪
問
」「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

春
日
市
に
は
自
治
会
ご
と
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
健

康
と
幸
せ
と
生
き
が
い
を
求
め
て
、い
ろ
い
ろ
と
楽
し
い

活
動
を
し
て
い
ま
す
。参
加
し
た
人
た
ち
み
ん
な
が「
入
っ

て
良
か
っ
た
」と
感
じ
る
こ
の「
老
人
ク
ラ
ブ
」を
、あ
な
た

も
、ぜ
ひ
一
度
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

あ
な
た
自
身
の
高
齢
者
と
し
て
の
生
き
方
が
、
さ
ら
に

豊
か
で
楽
し
い
も
の
へ
と
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

生
活
を
豊
か
に
す
る
楽
し
い
活
動

◇
い
ず
み
会（
泉
）

　

平
成
17
年
5
月
、い
ず
み
会
の
中

に
、催
し
物
な
ど
を
企
画
す
る「
笑
談

会
」が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
会
の
活
動
を
始
め
て
、わ
ず
か

1
年
余
り
で
す
が
、折
り
鶴
作
り
や
囲

碁
・
将
棋
、健
康
体
操
、悪
徳
商
法
対

策
の
勉
強
会
な
ど
を
16
回
も
実
施
。
3

月
30
日
の
第
16
回
目
の
会
合
で
は
、

「
作
っ
て
食

し
て
楽
し

も
う
」
を

テ
ー
マ
に
、

料
理
教
室

を
行
い
ま

し
た
。

地区老人クラブ一覧（平成18年4月1日現在）

◇
あ
す
な
ろ
会（
下
白
水
南
）

　

毎
月
10
日
を
例
会
日
、
21
日
を
清
掃

日
と
定
め
活
動
す
る
あ
す
な
ろ
会
。
高

齢
者
に
必
要
な「
医
療
」「
防
犯
」な
ど

の
講
演
会
や
、地
域
内
の
八
幡
宮
・
児

童
公
園
の
清
掃
、
そ
し
て
時
に
は
旅
行

な
ど
、「
健
康
と
会
員
同
士
の
融
和
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
春
日
西
小
の
児
童
に
竹
と
ん

ぼ
や
こ
ま
回
し
、野
菜
の
種
ま
き
を

教
え
る
な

ど
、
世
代

間
の
交
流

に
も
活
発

に
取
り
組

ん
で
い
ま

す
。

◇
白
寿
会（
昇
町
）

　

白
寿
会
の
モ
ッ
ト
ー
は「
病
気
を
せ

ず
元
気
に
楽
し
い
毎
日
で
あ
る
よ
う

に
」。
毎
月
1
回
行
わ
れ
る
定
例
会
で

は
、
医
療
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、手
話
ダ
ン
ス
や
カ
ラ
オ
ケ
、

公
園
清
掃
な
ど
の
ほ
か
、
世
代
間
交
流

に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
3

月
27
日
の「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」で
は
、

会
員
に
よ

る
鮮
や
か

な
マ
ジ
ッ

ク
が
披
露

さ
れ
、参
加

者
は
大
喜

び
で
し
た
。



展示します

新指定考古資料
　平成17年度に市内で出土した考古資料を、春日
市指定文化財として新たに5点追加しました。
　今回指定された資料は、いずれも春日市が奴国
の中心として繁栄していた弥生時代に大陸から渡
来した、貴重な青銅器や鉄器です。
　入館は無料です。
展示期間　5月15日㈪～7月13日㈭
※　第3火曜日は休館です。
開館時間　午前9時～午後5時（入館は午後4時30
　　分まで）
展示場所　奴国の丘歴史資料館エントランスホー
　　ル（岡本3-57）
問い合わせ先　文化財課（同資料館内）

　　1（501）1144　5（573）1077

6月の日程

出前トーク「市長と語る」
　井上市長が各地区公民館に出向いて、市民の皆さんと意見交換します。
気軽に参加してください。　
日時・会場

▽ 6月22日㈭　大和町公民館　 ▽6月23日㈮　小倉東公民館

▽6月27日㈫　光町公民館　　 ▽6月28日㈬　宝町公民館

▽6月29日㈭　千歳町公民館
時間　午後7時～8時30分
問い合わせ先　行政管理課行政管理担当

　　1（584）1111　5（584）1145

見覚えのないハガキに注意

架空請求
　「『民事訴訟の訴状が提出され
ました。訴訟の取り下げの相談
を受けますので問い合わせてく
ださい』とのハガキが突然送ら
れてきた」という消費生活相談
が多く寄せられています。
　発送者は「法務局認定法人民事訴訟通達セン
ター」などを名乗り、文書の中に「訴訟」などの専門
用語がもっともらしく使われています。また、「民
法指定消費料金」や「総合消費料金」などが未納だ
と書かれているものの、具体的な金額や何に対す
る料金なのかなどは書かれていません。
　これは、不安にかられて電話をしてきた人に対
し、架空の請求を行う手口の一つです。
　このようなセンターは、法務局とは何ら関連が
なく、また公的機関でもありません。連絡をするこ
とで、新たな個人情報を聞き出される恐れがあり
ますので、このような見覚えのない架空請求につ
いては、連絡をとったりせず、無視してください。
○○春日市消費生活相談
　相談日　毎週月・水・金曜日（祝日は休み）
　相談時間　午前10時～午後3時
　相談場所　市役所2階市民相談室
問い合わせ先　地域づくり課商工農政担当

　　1（584）1111　5（584）1153
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悪質ないたずらが発生

大切に使おう みんなの公園
　「かすが市民懇話会」の第3期会員を募集します。
　この懇話会では、市民の視点で捉えた市の課題
を、市民と行政が協働して解決していくための方
策を話し合います。現在は、「地域住民の交流と連
帯感」について意見交換を行っています。
　住みやすいまちづくりのため、あなたの声を聞か
せてください。
対象　市内に居住または通勤・通学する18歳以上の人
活動内容　

▽懇話会　年6回（平日の夜、2時間程度）

▽推進委員会（懇話会を円滑に運営するための事
　前協議）　不定期

▽グループワーキング（会員が自主的に運営）　不
　定期
任期　7月1日～平成20年6月30日（2年間）
※　報酬や交通費などの支給はありません。
募集人員　10人（書類選考により決定）
※　選考結果は、6月20日㈫までに通知します。
応募方法　5月31日㈬（消印有効）までに、住所、氏
　　名、年齢、性別、電話番号、作文（テーマ「春日市
　　のここが好き、ここを改善したらもっと好
　　き」・1,200字以内）を書いて提出する（郵送可）
※　社会活動経験や現在実践している活動があれ
　ば、それも書いてください。
応募・問い合わせ先　行政管理課行政管理担当
　　（〒816-8501春日市役所）

　　1（584）1111　5（584）1145

児童扶養手当・特別児童扶養手当
支給額が変更

　物価の変動に応じて、平成18年4月から、児童扶養手
当と特別児童扶養手当の支給額が変わりました。
児童扶養手当（児童一人の場合）

▽全部支給　月額4万1,720円

▽一部支給　月額4万1,710円～9,850円
※　2人以上の加算額は、これまでと変わりありません。

さあ、あなたの出番です

かすが市民懇話会会員募集
　最近、公園のトイレでいたずらが発生していま
す。壁一面にスプレーで落書きをする、トイレの器
具を壊す、火を付けるなど、大変悪質なものです。
　現在、市職員や警備会社による警備を強化した
り、警察に巡回を依頼したり、いたずら防止に努め
ています。
　公園施設は、市民の皆さんの税金で造られた市
民の大切な財産です。このようないたずらは、絶対
にやめてください。もし、このような行為を目撃し
た場合は、市役所や警察（110番）に通報してくだ
さい。
　また、いたずらだけでなく、危険な遊びをしてい
る人を見かけたら、お互いに注意し合い、事故のな
いよう心がけましょう。
　皆さんのご協力をお願いします。
※　小さな子どもが遊具で遊ぶ際は、必ず保護者
　が付き添ってください。
問い合わせ先　都市計画課公園担当

　　1（584）1111　5（584）1143

特別児童扶養手当（児童一人あたり）

▽1級　月額5万750円

▽2級　月額3万3,800円
問い合わせ先　こども未来課母子児童担当

　　1（584）1111　5（584）1115
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改正前 改正後
扶養親族
などの数
※2

自営業者
（国民年金加入者）

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

自営業者
（国民年金加入者）

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

0人 301万円 460万円 460万円 532万円

1人 339万円 498万円 498万円 570万円

2人 377万円 536万円 536万円 608万円

3人 415万円 574万円 574万円 646万円

支給対象者が拡充

児童手当
　4月から、児童手当の支給対象年齢と所得制限が改正
になりました。　　　　　　　
　新たに児童手当の対象となった児童の保護者は、認定
請求が必要です。4月1日現在、春日市に住所があり、新
たに対象となった児童の保護者には、通知文書や申請
書などを送付しています。　　
　4月2日以降に転入した人など、通知を受け取ってい
ない人は問い合わせてください。
　なお、申請日（郵送の場合は到着日）が9月30日を過
ぎると、4月にさかのぼって適用することができなくな
ります。早めに申請してください。
※　春日市で、平成18年3月分まで支給対象となってい
た新4年生については、今回手続きの必要はありませ
ん。6月に現況届を提出してください。

改正内容
○○対象
　　小学3年生までだった対象年齢が、6年生（12歳到
達後最初の年度末）までに拡充されました。

○○所得制限限度額
　　所得が一定額（所得制限限度額）を超える場合は、手
当を受けることができません。この限度額が引き上げ
られました。

　■所得制限限度額※1

　

※1　所得には一定の控除があります。
　   ※2　扶養親族などの人数が4人以上の場合は、一人につき38万円を

     加算した額になります。

提出受付時間　午前8時30分～午後5時
※　保護者が公務員の場合は、勤務先で手続きを行って
ください。

申請・問い合わせ先　こども未来課母子児童担当
　　1（584）1111　5（584）1115

吹き付けアスベスト使用実態調査
春日市のすべての公共施設

　アスベスト使用の実態を把握するため、小・中学校や
公民館をはじめとする市内すべての公共施設（128施設）
で、専門家による調査を行いました。
　まず、建築コンサルタントによる目視調査を行い、疑
わしいと思われる32カ所について、専門業者へ分析調
査を依頼しました。
　その結果、埋蔵文化財収蔵庫（伯玄町2-44-2）1カ所で
吹き付けアスベストの使用が確認されました。
　この施設については、現時点では飛散の恐れはありま

せんが、早急にアスベストの完全除去を行います。
調査結果

○アスベスト使用個所　埋蔵文化財収蔵庫の屋根裏

○アスベスト含有率　アモサイト（茶石綿）93%

○空気中の濃度（環境基準は10本/R以下）　
　 ▽室内　0.34本/R
　 ▽換気口出口　0.20～0.27本/R
問い合わせ先　行政管理課行政管理担当
　　1（584）1111　5（584）1145
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陸
上
自
衛
隊
第
４
師
団

創
立
記
念
行
事

　

同
師
団
創
立
52
周
年
と
福
岡
駐
屯
地

開
設
56
周
年
を
記
念
し
た
行
事
で
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　

5
月
21
日
㈰

　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
３
時

場
所　

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地（
大

和
町
５ｰ

12
）

内
容　

▽
観
閲
式
▽
ラ
ッ
パ
演
奏
▽
模

擬
戦
闘
訓
練
▽
装
備
品（
戦
車

な
ど
）試
乗
・
展
示
▽
音
楽
演
奏

▽
模
擬
売
店
な
ど

※　

当
日
は
、J
R
南
福
岡
駅
と
西
鉄

　

春
日
原
駅
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
を
運

　

行
し
ま
す（
午
前
8
時
50
分
〜
午
後

　

３
時
）。

問
い
合
わ
せ
先　

同
師
団
司
令
部
広
報

室

1（
５
９
１
）１
０
２
０　

○内
５
２
４
７

九
州
大
学
筑
紫
地
区
キ
ャ
ン
パ
ス

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
放

　

最
先
端
の
研
究
施
設
を
の
ぞ
い
て
み

ま
せ
ん
か
。当
日
は
小
・
中
学
生
、高
校

生
向
け
の
実
験
も
行
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

5
月
20
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

場
所　

同
キ
ャ
ン
パ
ス（
春
日
公
園
６

ｰ

１
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
大
学
筑
紫
地
区
事

務
部
庶
務
課
庶
務
係

1（
５
８
３
）７
５
０
２

5（
５
８
３
）７
０
６
０

春
日
市
卓
球
協
会

市
民
ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

　

初
心
者
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
大

会
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

6
月
11
日
㈰

　
　
　
（
集
合　

午
前
9
時
30
分
）

場
所　

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
那
珂

川
町
中な

か
ば
る原

東ひ
が
し１

ｰ

４

ｰ

１
）

申
込
方
法　

6
月
4
日
㈰
ま
で
に
、電

話
で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

田た
な
か中

1（
５
９
１
）８
０
３
９

初
心
者
も
大
歓
迎

卓
球
部
員
募
集

○○
弥
生
ク
ラ
ブ

　

練
習
日　

火
・
金
曜
日

　

練
習
時
間　

午
後
7
時
〜
９
時

　

場
所　

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
那

　

珂
川
町
中な

か
ば
る原

東ひ
が
し１

ｰ

４

ｰ
　

１
）

　

問
い
合
わ
せ
先　

武た
け
だ田

　

1（
５
８
２
）１
４
４
８

○○
カ
ト
レ
ア

　

練
習
日　

火
・
金
曜
日

　

練
習
時
間　

午
後
7
時
30
分
〜
9
時

　

30
分

　

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
（
大
谷
６ｰ

28
）

　

問
い
合
わ
せ
先　

岩い
わ
む
ろ室

　

1（
５
９
６
）６
０
１
６（
5
兼
用
）

○○
遊
々
ク
ラ
ブ

　

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生

　

練
習
日　

毎
週
土
曜
日

　

練
習
時
間　

午
後
3
時
〜
5
時

　

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
（
大
谷
６ｰ

28
）

　

問
い
合
わ
せ
先　

松ま
つ
お尾

　

1（
５
８
１
）６
２
４
２（
5
兼
用
）

部
員
募
集　

春
日
ジ
ュ
ニ
ア
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
・
中
学
生

※　

小
学
校
1
〜
3
年
生
の
児
童
は
、

　

保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

練
習
日　

毎
週
土
曜
日

練
習
時
間　

正
午
〜
午
後
２
時

場
所　

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
那
珂

川
町
中な

か
ば
る原

東ひ
が
し１

ｰ

４

ｰ

１
）

募
集
人
員　

20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

受
講
料　

１
，０
０
０
円

※　

別
途
、入
会
金（
１
，０
０
０
円
）が

　

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
ク
ラ
ブ　

梅う
め
き木

1（
５
７
３
）２
７
５
７（
5
兼
用
）

い
き
い
き
会
員
に
な
る
た
め
の

運
動
教
室

　

い
き
い
き
ル
ー
ム
の「
い
き
い
き
会

員
」に
な
る
と
、健
康
運
動
指
導
士
の
ア

ド
バ
イ
ス
の
も
と
、定
期
的
に
運
動
が

で
き
ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

日
程（
1
回
目
・
計
4
日
）

○
65
歳
未
満
の
人
の
た
め
の
教
室

　

▽
金
曜
コ
ー
ス　

6
月
9
日
㈮

　

▽
土
曜
コ
ー
ス　

6
月
10
日
㈯

○
65
歳
以
上
の
人
の
た
め
の
教
室

　

▽
火
曜
コ
ー
ス　

6
月
6
日
㈫

　

▽
水
曜
コ
ー
ス　

6
月
7
日
㈬

※　

2
回
目
以
降
の
日
程
は
、申
込
時

　

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
ル
ー
ム（
昇
町
１

ｰ

１
２
０
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

内
容　

▽
講
話
▽
体
力
・
健
康
度
測
定

▽
ア
ド
バ
イ
ス
▽
ス
テ
ッ
プ
台

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
運
動
機
器
を

使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

参
加
費　

１
，０
０
０
円

定
員　

各
コ
ー
ス
10
人
程
度（
申
込
先

着
順
）

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ル
ー
ム　

1（
５
０
１
）１
１
６
２（
5
兼
用
）

※　

こ
の
教
室
を
受
講
せ
ず
に
気
軽
に

　

利
用
で
き
る「
フ
リ
ー
会
員
」も
あ
り

　

ま
す
。

音
楽
に
合
わ
せ
て
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

春
日
ヘ
ル
シ
ー
ク
ラ
ブ

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
、エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

や
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

▽
毎
週
月
曜
日　

　

午
前
10
時
20
分
〜
11
時
20
分

▽
毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー
ナ

（
昇
町
１

ｰ

１
２
０
）

会
費　

月
額
２
，０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

井い
の
う
え上

1（
５
８
５
）１
３
４
９（
5
兼
用
）

春日市役所
1（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば
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く
し
て
い
る
お
母
さ
ん
の
た
め
の
教
室

で
す
。楽
し
く
心
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

託
児（
一
回
一
人
３
０
０
円
）も
行
い

ま
す
。

対
象　

平
成
17
年
12
月
〜
平
成
18
年
3

月
生
ま
れ
の
乳
児
の
母
親
で
、

全
日
程
に
参
加
で
き
る
人

日
程　

6
月
7
日
〜
28
日
の
毎
週
水
曜

日（
計
4
回
）

時
間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
　
　
（
受
付　

午
後
1
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１

ｰ

１
２
０
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

5
月
15
日
㈪
〜
26
日
㈮

に
、電
話
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、託
児
の
有
無（
託
児

希
望
者
は
子
ど
も
の
氏
名
・
生

年
月
日
も
）を
伝
え
る

※　

当
日
は
、母
子
健
康
手
帳
と
筆
記

　

用
具
、託
児
に
必
要
な
も
の
な
ど
を

　

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

肥
満
を
予
防

さ
ら
ば
!
内
臓
脂
肪
教
室

　

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
は
、糖
尿
病
や
高

血
圧
、高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。あ
な
た
も
内
臓

脂
肪
を
減
ら
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

65
歳
未
満
で
、B
M
I（
体
重
㎏

÷
身
長
m
÷
身
長
m
）が
25
以

上
の
人

※　

何
ら
か
の
病
気
で
治
療
中
の
人
は

　

参
加
で
き
ま
せ
ん
。

日
程　

第
2
・
4
木
曜
日（
8
月
は
第

2
・
5
木
曜
日
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午（
8
月
31
日

は
午
後
1
時
ま
で
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１

ｰ

１
２
０
）

内
容　

▽
講
義
▽
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
▽

運
動
実
技
▽
栄
養
講
義
・
調
理

実
習
▽
運
動
実
技
▽
い
き
い
き

ル
ー
ム
の
体
験
利
用

受
講
料　

９
０
０
円（
調
理
実
習
の
材

料
費
や
い
き
い
き
ル
ー
ム
利
用

料
な
ど
を
含
む
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

5
月
15
日
㈪
〜
31
日
㈬

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、生
年
月
日
、電
話
番

号
、身
長
、体
重
を
伝
え
る

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

介
護
予
防
事
業

シ
ニ
ア
運
動
教
室

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
活
動
的
に
生
活

す
る
た
め
に
は
、毎
日
の
生
活
の
中
に

運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
「
も
う
高
齢
だ
か
ら
」と
あ
き
ら
め
な

い
で
、仲
間
と
一
緒
に
、楽
し
く
運
動
を

始
め
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の

人

日
程　

6
月
1
日
〜
7
月
6
日
の
毎
週

木
曜
日（
計
6
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１

ｰ

１
２
０
）

内
容　

▽
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
▽
筋
力
向

上
体
操
▽
リ
ズ
ム
体
操
な
ど

参
加
費　

一
回
２
５
０
円

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

5
月
31
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

　

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
8
月
・
9
月
の
妊
婦
と

そ
の
夫

日
時　

6
月
17
日
㈯

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１

ｰ

１
２
０
）

内
容　

▽
助
産
師
に
よ
る
講
話「
お
産
の
仕
組

　

み
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

定
員　

20
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

5
月
22
日
㈪
〜
6
月
6
日

㈫
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、電
話

番
号
、出
産
予
定
日
を
伝
え
る

※　

当
日
は
、母
子
健
康
手
帳
を
持
っ

　

て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

育
児
の
疲
れ
を
解
消

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
教
室

　

毎
日
、家
事
や
育
児
に
追
わ
れ
、忙
し

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

子
育
て
教
室

　

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

の
交
流
と
子
育
て
情
報
提
供
の
場
で

す
。今
回
は
、「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

必
要
性
と
使
い
方
」に
つ
い
て
学
び
ま

す
。 

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

5
月
29
日
㈪

   　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１

ｰ
　
　
　

１
２
０
）

※　

母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
手
入
れ

歯
み
が
き
教
室

　

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、歯
科
衛
生
士
が
歯
の
お
手

入
れ
方
法
を
教
え
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

５
月
22
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１

ｰ
　
　
　

１
２
０
）

※　

当
日
は
、母
子
健
康
手
帳
と
子
ど

も
用
歯
ブ
ラ
シ（
持
っ
て
い
る
人
の

み
）を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１



み
ん
な
で
子
育
て
!

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
か
す
が

　

子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い

「
お
ね
が
い
会
員
」と
子
育
て
の
お
手
伝

い
を
し
た
い「
ま
か
せ
て
会
員
」が
支
え

あ
う
会
員
組
織「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す
が
」。今
回
は
、「
お

ね
が
い
会
員
」に
な
る
た
め
の
講
習
会

で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、託
児（
無
料
・
先
着

20
人
）も
行
い
ま
す
。

日
時　

6
月
4
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習

室
3（
大
谷
６ｰ

24
）

申
込
方
法　

5
月
26
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、E
メ
ー
ル

で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、託

児
の
有
無
を
伝
え
る

※　

詳
し
く
は
、ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

　

タ
ー
や
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、各
児
童

　

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
チ
ラ
シ
を
見
て
く

　

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ

か
す
が
事
務
局（
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
内
）

1（
５
８
４
）７
７
０
０

5（
５
８
４
）７
７
３
９

　

fam
isapo@

city.kasuga.fukuok

　

a.jp

子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぽ
れ
ぽ
れ

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

　

幼
児
と
そ
の
父
親
が
対
象
で
す
。子

ど
も
を
持
ち
上
げ
た
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
遊
び
を
行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
10
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ぽ
れ
ぽ
れ
館（
春
日
１ｰ

38)

講
師　

辻つ
じ　

広ひ
ろ
あ
き明

さ
ん（
児
童
厚
生
一

級
指
導
員
）

参
加
費　

一
組
５
０
０
円（
会
員
は

3
０
０
円
）

定
員　

20
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

6
月
5
日
㈪
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、E
メ
ー
ル

で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝

え
る

問
い
合
わ
せ
先　

N
P
O
法
人
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

1（
５
７
２
）８
７
４
０（
5
兼
用
）

   knet-ksg@
csf.ne.jp

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

患
者
の
治
療
に
必
要
な
血
液
は
す
べ

て
献
血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。み
な
さ

ん
の
善
意
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
の
献

血
に
、 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

6
月
1
日
㈭

　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30

　
　
　

分
、午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１

ｰ

１
２
０
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
市
福
祉

計
画
課
内
）

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

更
新
申
請
が
必
要
で
す

重
度
障
害
者
介
護
手
当

　

重
度
障
害
者
介
護
手
当
を
も
ら
っ
て

い
る
人
は
、毎
年
、更
新
の
申
請
が
必
要

で
す
。こ
れ
は
、介
護
の
状
況
な
ど
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

現
在
受
給
中
の
人
に
は
、更
新
申
請

書
を
送
付
し
ま
す（
5
月
12
日
ご
ろ
発

送
）。申
請
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
、6
月

分
か
ら
の
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
重

度
障
害
者
を
、在
宅
で
介
護
を

し
て
い
る
人

▽
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害
に
よ

　

り
、身
体
障
害
者
手
帳
一
級
の
交
付

　

を
受
け
て
い
る

▽
療
育
手
帳
A
の
交
付
を
受
け
て
い
る

▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
一
級
の

　

交
付
を
受
け
て
い
る

申
請
方
法　

5
月
15
日
㈪
〜
25
日
㈭

に
、更
新
申
請
書
と
身
体
障
害

者
手
帳
や
療
育
手
帳
、精
神
障

害
者
手
帳
を
窓
口
に
提
出
す
る

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

　

い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課

障
害
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

㈶
福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
研
修

　

現
在
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
従

事
し
て
い
る
人
や
、こ
れ
か
ら
従
事
し

よ
う
と
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

○○
平
日
コ
ー
ス

　

日
程

　

▽
講
義
・
実
技　

　
　

7
月
20
日
㈭
〜
9
月
22
日
㈮
の
平

　
　

日
の
う
ち
22
日
間

　

▽
実
習　

　
　

10
月
1
日
㈰
〜
12
月
28
日
㈭
の
う

　
　

ち
４
・
５
日
間

　

▽
終
了
式

　
　

平
成
19
年
1
月
12
日
㈮

　

場
所　

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

　
（
福
岡
市
南
区
大お

お
ぐ
す楠

３

ｰ

１

　

ｰ

１
）

　

申
込
締
切　

6
月
16
日
㈮
ま
で

○○
土
日
コ
ー
ス

　

日
程

　

▽
講
義
・
実
技

　
　

8
月
5
日
〜
12
月
９
日
の
毎
週
土

　
　

曜
日

　

▽
実
習　

　
　

12
月
18
日
㈪
〜
平
成
19
年
3
月
2

　
　

日
㈮
の
平
日
の
う
ち
4
日
間

　

▽
終
了
式

　
　

平
成
19
年
３
月
３
日
㈯

　

場
所　

福
岡
商
工
会
議
所（
福
岡
市

　

博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
２

ｰ

９

ｰ

　

28
）な
ど

　

申
込
締
切　

6
月
30
日
㈮
ま
で

受
講
料　

各
2
万
円

※　

別
途
、健
康
診
断
書
の
経
費
と
し

　

て
、１
万
円
程
度
必
要
で
す
。

定
員　

各
11
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

受
講
申
込
書
を
提
出
す
る

※　

受
講
申
込
書
は
、高
齢
課
に
あ
り

　

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
課
高
齢

者
支
援
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

K A S U G A         C I T Y11



K A S U G A         C I T Y12

○○だし
　　昆布や煮干しなど、素材の見える
　もので「だし」を取りましょう。自然
　の恵みからとった「だし」は、味も風
　味も豊かです。和食は、手間がかかる
　ように感じますが、ヘルシーな上、実
　はとても経済的。ぜひ、挑戦してみて
　ください。
　材料（4人家族でみそ汁4回分程度）

　水･･････････2R
　煮干し･･････････50g
　昆布･･････････10g
　作り方
　①　鍋に煮干しと昆布を入れ、7～8
　　時間水につける。（夏場は冷蔵庫に
　　入れる）
　②　①を火にかけ、沸騰したら弱火
　　にして、15分間程煮出す。
　③　ざるでこして出来上がり。冷め
　　たら冷蔵庫に入れる。
○○昆布の佃煮
　　だしを取った後の昆布で作る佃煮
　です。ご飯によく合います。
　材料　
　だしを取った後の昆布･･･････150g
　干し椎茸･･････････5～6枚
　だし･･････････300cc
　しょうゆ･･････････40～50cc

　みりん･･････････100cc
　しょうが･･････････適宜
　　作り方
　①　干し椎茸を水100ccで戻す。
　②　昆布を食べやすい大きさに切る。
　③　水で戻した椎茸を千切りにし、①
　　の戻し汁もだしに加える。
　④　すべての材料（調味料も）を鍋に
　　入れ、フタをして約2時間煮詰める。
（こどもエコクラブサポーターの会）

ムダなしムダなし
エコクッキングエコクッキング
ムダなし

エコクッキング
今回の料理

だし＆昆布の佃煮
つくだに

にんじん畑にんじん畑

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
18
年
度
福
祉
会
員
募
集

　

同
協
議
会
で
は
、福
祉
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

会
費
は
、地
域
福
祉
活
動
や
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実
の
た
め
に
活

用
さ
れ
ま
す
。誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、ぜ
ひ

加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
費（
年
額
）

▽
一
般
会
員　

１
，２
０
０
円

▽
賛
助
会
員　

1
万
円

▽
特
別
会
員　

3
万
円

▽
法
人
会
員　

５
，０
０
０
円

加
入
方
法　

会
費
を
持
参
す
る

申
込
先

▽
各
自
治
会（
公
民
館
）

▽
か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
（
昇
町
３

ｰ

１
０
１
）

▽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ナ
ギ
の
木
苑
」

　
（
下
白
水
１
０
４ｰ

13
）

▽
市
社
会
福
祉
協
議
会（
昇
町
３

ｰ

　

１
０
１
）

※　

郵
便
振
込
も
で
き
ま
す
。詳
し
く

　

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会
地
域
福
祉

課

1（
５
８
１
）７
２
２
５

5（
５
８
１
）７
２
５
８

縦
覧
で
き
ま
す

環
境
影
響
評
価
書
案

　
「
九
州
カ
ン
ツ
リ
ー
倶く

ら

ぶ

楽
部
春
日
原

ゴ
ル
フ
場
移
転
事
業
」（
約  

ha
）に
お

け
る
環
境
影
響
評
価
書
案
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
評
価
書
に
つ
い
て
、環
境
保
全

の
見
地
か
ら
の
意
見
を
文
書
で
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

区
域

▽
上
白
水
字
東ひ

が
し
う
ら浦
1
3
1
0ｰ

9
他

▽
那
珂
川
町
上か

み
か
じ
わ
ら

梶
原
5
0ｰ

1
他

縦
覧
日
時　

5
月
15
日
㈪
〜
6
月
14
日

㈬　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※　

事
業
者
の
都
合
に
よ
り
、縦
覧
期

　

間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

縦
覧
場
所

▽
同
ゴ
ル
フ
場（
下
白
水
2
0
7ｰ

1
）

▽
那
珂
川
町
役
場
地
域
計
画
課（
那
珂

　

川
町
西に

し
く
ま隈

64ｰ

1
）

▽
春
日
市
役
所
ご
み
減
量
推
進
課

問
い
合
わ
せ
先　

㈲
G
I
F

1（
５
９
６
）１
４
６
１

5（
５
９
６
）３
２
９
９

参
加
者
募
集

エ
コ
キ
ッ
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

環
境
に
や
さ
し
い
活
動
を
し
て
い
る

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」の
紹
介
や
交
流

会
、味
噌
作
り
体
験
、昼
食
会
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

環
境
問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く

り
に
、あ
な
た
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
3
歳
〜
高
校

生
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※　

小
・
中
学
生
は
、必
ず
保
護
者
同
伴

　

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

6
月
17
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

場
所　

春
日
原
小
学
校
多
目
的
ホ
ー

ル
・
調
理
室（
春
日
原
南
町
４ｰ

37ｰ

１
）

参
加
費　

一
人
２
０
０
円

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

5
月
31
日
㈬
ま
で
に
、ハ

ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、「
エ
コ

キ
ッ
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
希

望
」、住
所
、参
加
者
全
員
の
氏

名（
ふ
り
が
な
）、子
ど
も
の
年

齢（
学
年
）、電
話
番
号
を
書
い

て
送
る

※　

当
日
は
、お
茶
と
お
に
ぎ
り
、お
は

　

し
、タ
オ
ル
、エ
プ
ロ
ン
を
持
っ
て
き

　

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課
環
境

計
画
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
７



場
所　

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５

ｰ

１
５
５
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

参
加
費（
材
料
費
）　

各
１
，０
０
０
円

（
10
月
23
日
は
２
，０
０
０
円
）

※　

当
日
は
、エ
プ
ロ
ン
と
三
角
巾
を

　

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

※　

1
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
が
、

　

全
日
程
の
参
加
者
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
方
法　

5
月
19
日
㈮
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、E
メ
ー
ル
、

ハ
ガ
キ
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

み
ら
い
・
か
す

が（
〒
816ｰ
０
８
６
４
須
玖
北
５

ｰ

１
５
５
同
セ
ン
タ
ー
内
）

1（
５
８
９
）３
３
８
８

5（
５
８
９
）３
３
９
９

　

m
achicen@

bb.csf.ne.jp

※　

市
報
か
す
が
3
月
15
日
号
で
、「
使

　

わ
な
く
な
っ
た
ミ
シ
ン
を
譲
っ
て
く

　

だ
さ
い
」と
お
願
い
し
て
い
ま
し
た

　

が
、必
要
台
数
が
集
ま
り
ま
し
た
。ご

　

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

回
収
し
ま
す

残
っ
た
旧
指
定
ご
み
袋

　

ご
み
処
理
費
用
有
料
化
に
伴
い
、4

月
か
ら
、指
定
ご
み
袋
が
変
わ
り
ま
し

た
。そ
こ
で
、家
庭
に
残
っ
た
旧
指
定
ご

み
袋
が
ご
み
に
な
ら
な
い
よ
う
、回
収

し
ま
す
。ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、旧
指
定
ご
み
袋
10
枚（
種
類
・

　

で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も

　

の
氏
名
・
年
齢
を
伝
え
て
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教

育
課
公
民
館
担
当

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

春
日
市
商
工
会

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
講
座

　　

パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の

基
本
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
程　

6
月
5
日
㈪
・
7
日
㈬
・
9
日
㈮

（
計
3
回
）

時
間　

午
後
1
時
〜
5
時

場
所　

同
商
工
会
館（
伯
玄
町
２ｰ

24
）

受
講
料　

1
万
円（
資
料
代
を
含
む
）

※　

同
会
会
員
は
９
，０
０
０
円
で
す
。

定
員　

10
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
15
日
㈪
以
降
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
商
工
会

1（
５
８
１
）１
４
０
７

5（
５
７
５
）０
７
０
２

春
日
要
約
筆
記
の
会「
で
ん
で
ん
虫
」

要
約
筆
記
１
日
体
験
講
座

　

耳
の
不
自
由
な
人
の
、文
字
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン「
要
約
筆
記
」を
体

験
し
ま
せ
ん
か
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

5
月
22
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※　

時
間
内
は
い
つ
で
も
体
験
可
。

大
き
さ
関
係
な
し
）に
つ
き
、新
し
い

「
燃
え
る
ご
み
指
定
袋（
大
・
45
R
）」1

枚
と
交
換
し
ま
す
。

期
間　

6
月
1
日
㈭
〜
平
成
19
年
3
月

31
日
㈯（
西
出
張
所
は
土
・
日
曜

日
、祝
日
も
回
収
）

時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

回
収
場
所　

▽
市
役
所
ご
み
減
量
推

進
課
▽
西
出
張
所（
昇
町
１

ｰ

１
２
０
）

※　

前
号
の
同
記
事
で
、交
換
枚
数
が

　

も
れ
て
い
ま
し
た
。お
詫
び
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ご
み
減
量
推
進
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
4
）１
１
４
７

中
央
公
民
館

く
ら
し
の
教
養
講
座

　

暮
ら
し
に
役
立
つ
教
養
講
座
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、託
児（
３
０
０
円
・

先
着
10
人
）や
手
話
通
訳
、要
約
筆
記
も

行
い
ま
す
。

日
時　

5
月
27
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室（
大
谷
６ｰ
24
）

演
題　
「
話
し
言
葉
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

〜
話
し
て
伝
え
る
〜
」

講
師　

笠か
さ
い井

三み

ね

お

根
夫
さ
ん（
元
N
H
K

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

※　

託
児
を
希
望
す
る
人
は
、5
月
22

　

日
㈪
ま
で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
視
聴
覚
室

（
昇
町
１

ｰ

１
２
０
）

内
容　

手
書
き（
O
H
P
）や
パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
要
約
筆
記

問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

下し
も
だ田

1（
５
９
２
）３
７
４
８（
5
兼
用
）

自
然
体
験
活
動

学
び
合
い
塾

　

子
ど
も
の
創
造
力
を
育
み
、「
人
」を

学
ぶ
こ
と
が
目
的
で
す
。専
門
家
と
一

緒
に
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

対
象　

小
学
4
年
生
〜
中
学
3
年
生

日
程
・
内
容

▽
6
月
11
日
㈰　

説
明
会

▽
7
月
9
日
㈰　

水
生
生
物
調
査
、川

　

遊
び

▽
8
月
5
日
㈯
〜
６
日
㈰　

筑
後
川
・

　

有
明
海
干
潟
の
生
物
調
査
、星
の
観

　

察
な
ど

▽
10
月
15
日
㈰　

秘
密
基
地
作
り

▽
12
月
10
日
㈰　

和
白
干
潟
調
査

▽
平
成
19
年
１
月
14
日
㈰　

ま
と
め
の

　

会　
参
加
費　

1
万
２
，０
０
０
円（
宿
泊

費
・
バ
ス
代
な
ど
を
含
む
）

定
員　

44
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

5
月
22
日
㈪
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、学
校
名
・
学
年
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

N
P
O
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

1（
５
７
２
）８
７
４
０（
5
兼
用
）

　

knet-ksg@
csf.ne.jp

み
ら
い
・
か
す
が

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
に
挑
戦

　

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
て
い
る「
み
ら
い
・
か
す
が
」は
、

「
自
然
を
通
し
て
環
境
を
考
え
る『
食
』」

を
テ
ー
マ
に
、成
人
対
象
の
エ
コ
ク
ッ

キ
ン
グ
教
室
を
行
い
ま
す
。

日
程（
計
5
日
）
・
内
容

▽
5
月
22
日
㈪

　

朝
ご
飯
を
作
ろ
う（
日
本
の
風
土
・
日

　

本
人
の
体
に
あ
っ
た
和
食
、そ
し
て

　

一
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
、朝
ご
飯

　

を
見
直
そ
う
）

▽
7
月
10
日
㈪

　

お
む
す
び
と
そ
う
め
ん（
子
ど
も
と

　

一
緒
に
夏
休
み
の
お
や
つ
・
昼
ご
飯

　

づ
く
り
に
挑
戦
!
昆
布
や
か
つ
お
節

　

を
使
っ
た
本
物
の
味
で
）

▽
10
月
23
日
㈪

　

味み

そ噌
づ
く
り（
食
材
に
関
心
を
寄
せ
、

　

伝
統
食
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
）

▽
平
成
19
年
1
月
22
日
㈪

　

雑
煮
と
根
菜
の
煮
物（
旬
の
食
材
の

　

よ
さ
を
実
感
し
、和
食
文
化
を
伝
え

　

る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
よ
う
）

▽
3
月
5
日
㈪

　

味
噌
開
き（
秋
に
仕
込
ん
だ
滋
味
あ

　

ふ
れ
る
味
噌
を
味
わ
お
う
）

K A S U G A         C I T Y13



K A S U G A         C I T Y14

対
象
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー　

▽
講
演
会
▽

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
▽
福
祉
体
験

な
ど（
原
則
と
し
て
4
回
以
上

開
催
）

※　

応
募
に
は
、各
市
町
村
か
社
会
福

　

祉
協
議
会
の
推
薦
が
必
要
で
す
。

助
成
金
額　

上
限
30
万
円

応
募
方
法　

5
月
24
日
㈬
ま
で
に
、市

地
域
づ
く
り
課
か
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
申
請
書
を
提
出
す
る

※　

申
請
書
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
に

　

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
財
団
振
興
課（
原

町
３

ｰ

１

ｰ

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
1
階
）

1（
５
８
２
）２
３
９
６

5（
５
８
２
）２
４
１
５

　

http://w
w
w
.fp-kikin.or.jp

相
談
日
を
変
更

定
例
人
権
相
談

　

毎
月
第
1
火
曜
日
に
行
っ
て
い
る
定

例
人
権
相
談
の
6
月
の
日
程
を
、「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」に
変
更
し
ま
す
。

相
談
日
時　

6
月
1
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

相
談
場
所　

市
役
所
市
民
相
談
室

※　

7
月
以
降
は
、通
常
ど
お
り
第
1

　

火
曜
日
に
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
法
務
局
筑
紫
支

局（
筑
紫
野
市
二ふ

つ
か
い
ち

日
市
中ち

ゅ
う
お
う

央
５ｰ

14ｰ
７
）

講
習
を
受
け
て
温
泉
に
行
こ
う

交
通
安
全
い
き
い
き
講
習

　

福
岡
県
警
察
本
部
と
福
岡
県
交
通
安

全
協
会
は
、期
間
中
に
交
通
安
全
講
習

を
2
回
受
け
る
ご
と
に
、抽
選
で
温
泉

旅
行
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る「
い
き

い
き
講
習
２
０
１
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を

行
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
講
習
を
受
け
て
、温
泉
旅

行
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

対
象　

県
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の

人

期
間　

5
月
15
日
㈪
〜
12
月
1
日
㈮

副
賞（
本
数
）

▽
１
等　

ペ
ア
温
泉
宿
泊
券（
50
本
）

▽
2
等　

入
浴
剤
セ
ッ
ト（
２
０
０
本
）

▽
3
等　

反
射
材
付
き
傘（
５
０
０
本
）

※　

講
習
の
参
加
方
法
や
応
募
方
法
な

　

ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
筑
紫
野
警
察
署
交
通
総
務
係

　

1（
９
２
９
）０
１
１
０

▽
筑
紫
交
通
安
全
協
会

　

1（
９
２
４
）０
０
６
６

　

5（
９
２
４
）０
０
６
４

お
題
は「
月
」

平
成
19
年
歌
会
始

　

平
成
19
年
歌
会
始
の
お
題
が「
月
」と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

▽
詠
進
歌
は
、お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自

　

作
の
短
歌
で
、一
人
1
首
の
み
と
し
、

　

未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

▽
用
紙
は
半
紙（
和
紙
）と
し
、毛
筆
で

　

自
書
す
る
。

▽
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
自

　

書
で
き
な
い
場
合
は
、代
筆
ま
た
は

　

ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
用
い

　

て
も
よ
い
。な
お
、視
覚
障
害
者
は
、

　

点
字
で
よ
い
。

　

※　

代
筆
の
場
合
は
、代
筆
の
理
由
、

　
　

代
筆
者
の
住
所
・
氏
名
を
、ま
た

　
　

ワ
ー
プ
ロ
な
ど
を
使
用
し
た
場
合

　
　

は
、そ
の
理
由
を
別
の
紙
に
書
い

　
　

て
詠
進
歌
に
添
え
る
。

▽
書
式
は
半
紙
を
横
長
に
用
い
、右
半

　

分
に
お
題
と
短
歌
、左
半
分
に
郵
便

　

番
号
、住
所
、電
話
番
号
、氏
名（
本

　

名
、ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
お
よ
び

　

職
業（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）を
縦
書

　

き
す
る
。な
お
、無
職
の
場
合
は「
無

　

職
」と
書
き
、以
前
に
職
業
に
就
い
た

　

こ
と
の
あ
る
場
合
に
は
、な
る
べ
く

　

元
の
職
業
を
書
く
。

詠
進
の
期
限　

9
月
30
日
㈯（
当
日
消

印
有
効
）

※　

封
筒
に
は
必
ず「
詠
進
歌
」と
書
い

　

て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、不
明
な
点
は
、宮
内
庁
式
部

　

職
に
郵
便
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。そ
の
際
に
、必
ず
返
信
用
封
筒

　
（
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
を
書
き
、切

　

手
を
は
っ
た
も
の
）を
同
封
し
て
く

　

だ
さ
い
。

詠
進
・
問
い
合
わ
せ
先　

宮
内
庁（
〒
100

ｰ
８
１
１
１
）

　

http://w
w
w
.kunaicho.go.jp/12

　

/d12-08.htm
l

実
施
団
体
募
集

地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

　

㈶
福
岡
県
地
域
福
祉
財
団
は
、地
域

で
自
主
的
・
自
発
的
に
福
祉
活
動
を
推

進
し
て
い
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
行
う

「
地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
」に
対
し
、共
催

と
し
て
開
催
に
要
す
る
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

1（
９
２
２
）２
８
８
１

5（
９
２
２
）３
３
４
２

春
の
行
政
相
談
週
間

私
た
ち
の
ま
ち
の
行
政
相
談
委
員

　

5
月
22
日
〜
28
日
は「
春
の
行
政
相

談
週
間
」で
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、道
路
・
交
通

や
年
金
・
保
険
、通
信
・
放
送
、教
育
行
政

な
ど
、国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や

問
い
合
わ
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

○○
定
例
行
政
相
談
日

　

日
時　

毎
月
第
4
火
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学

　

習
室
1（
大
谷
６ｰ

24
）

※　

相
談
日
以
外
の
日
も
、随
時
、電
話

　

や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
相
談
に
応
じ
て
い

　

ま
す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
片か

た
の野

明あ
き
こ子

委
員（
松
ヶ
丘
）

　

1（
５
９
６
）６
３
２
６（
5
兼
用
）

▽
岡お

か
も
と本

彰あ
き
お夫

委
員（
下
白
水
南
）

　

1（
５
８
１
）４
９
０
１（
5
兼
用
）



国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
に
注
意

　
「
災
害
に
遭
っ
た
」な
ど
の
特
別

な
事
情
が
な
い
の
に
、1
年
以
上

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
た
場

合
は
、健
康
保
険
証
を
返
還
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、保
険
証
の
代
わ
り

に「
資
格
証
明
書
」を
交
付
し
ま
す

が
、こ
れ
で
受
診
す
る
場
合
は
、

い
っ
た
ん
医
療
費
全
額（
10
割
）を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

全
額
支
払
っ
た
後
、申
請
に
よ

り
一
部
負
担
金
を
除
い
た
額
を
払

い
戻
し
で
き
ま
す
が
、1
年
6
カ

月
以
上
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、

払
い
戻
し
を
差
し
止
め
ま
す
。

　

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、必
ず

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

国
保
年
金
課
国
保
担
当

▽
納
税
に
関
す
る
こ
と（
相
談
）

　

納
税
課
納
税
推
進
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
1

福
岡
県
専
門
職
団
体
連
絡
協
議
会

く
ら
し
・
事
業
な
ん
で
も
相
談
会

　

公
認
会
計
士
や
弁
護
士
、司
法
書
士

な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

6
月
3
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
　
　
（
受
付　

午
後
3
時
30
分
ま
で
）

場
所　

福
岡
市
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

あ
い
れ
ふ
10
階
講
堂（
福
岡
市

中
央
区
舞ま

い
づ
る鶴

２

ｰ

５

ｰ

１
）

相
談
内
容　

▽
相
続
▽
サ
ラ
金
▽
雇
用

▽
税
金
▽
登
記
▽
特
許
▽
許
認

可
▽
不
動
産
▽
年
金
▽
成
年
後

見
▽
企
業
会
計
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会

1（
６
４
１
）２
５
０
１

5（
６
４
１
）２
５
０
３

資
格
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

職
業
訓
練
指
導
員
試
験

　

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
や
認
定
職

業
能
力
開
発
校
な
ど
で
、職
業
訓
練
指

導
を
行
う
指
導
員
に
必
要
な
資
格
試
験

で
す
。

○○
和
裁
科

　

試
験
日
時　

6
月
28
日
㈬

　

願
書
受
付
期
間　

5
月
30
日
㈫
〜
6

　

月
5
日
㈪

○○
全
職
種

　

試
験
日
時　

12
月
6
日
㈬

　

願
書
受
付
期
間　

10
月
31
日
㈫
〜
11

　

月
6
日
㈪

試
験
会
場　

福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎

（
福
岡
市
博
多
区
吉よ

し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

塚
本
町
13ｰ

50
）

試
験
内
容　

学
科
試
験

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

　

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
職
業

能
力
開
発
課
技
能
振
興
係

1（
６
４
３
）３
６
０
４

5（
６
４
３
）３
６
０
５

見
学
を
制
限

国
指
定
史
跡
日ひ

は
い
づ
か

拝
塚
古
墳

　
　

　

国
指
定
史
跡
日
拝
塚
古
墳（
下
白
水

南
６

ｰ

２
０
８
）に
、福
岡
県
西
方
沖
地

震
の
影
響
で
亀
裂
が
入
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
、石
室
倒
壊
の
恐
れ

が
生
じ
た
た
め
、立
ち
入
り
を
禁
止
し
、

復
旧
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

工
事
は
終
了
し
ま
し
た
が
、経
過
観

察
中
の
た
め
、古
墳
へ
の
立
ち
入
り
を

制
限
し
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※　

石
室
の
見
学
を
希
望
す
る
人
は
、

　

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料

館

1（
５
０
１
）１
１
４
４

5（
５
７
３
）１
０
７
７

㈶
福
岡
県
地
域
福
祉
財
団

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
応
援

　

同
財
団
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団

体
や
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
助
成
金
を
交

付
す
る
、「
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
促
進
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

▽
活
動
の
基
盤
を
県
内
に
有
す
る
民
間

　

の
非
営
利
団
体
な
ど
で
あ
る（
法
人

　

格
の
有
無
は
不
問
）

▽
住
民
の
主
体
的
参
加
に
基
づ
き
、福

　

祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
寄
与
し

　

て
い
る

▽
1
年
以
上
活
動
実
績
が
あ
り
、今
後

　

継
続
的
・
発
展
的
な
活
動
が
望
ま
れ

　

る
▽
実
質
的
な
活
動
を
行
う
自
発
的
な
会

　

員
が
10
人
以
上
お
り
、組
織
体
制
が

　

明
確
で
あ
る

▽
事
業
計
画
や
会
計
収
支
が
明
瞭
で
あ

　

る
※　

申
請
に
は
、市
地
域
福
祉
課
や
地

　

域
づ
く
り
課
、社
会
教
育
課
、市
社
会

　

福
祉
協
議
会
な
ど
の
推
薦
が
必
要
で

　

す
。

助
成
金
額　

1
団
体
30
万
円

申
込
締
切　

5
月
31
日
㈬

※　

春
日
市
や
春
日
市
教
育
委
員
会
の

　

推
薦
を
希
望
す
る
団
体
は
、5
月
24

　

日
㈬
ま
で
に
、市
地
域
づ
く
り
課
か

　

社
会
教
育
課
に
申
請
書
を
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

申
請
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
財

団
振
興
課（
原
町
３

ｰ

１

ｰ

７
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
1
階
）

1（
５
８
２
）２
３
９
６

5（
５
８
２
）２
４
１
５

　

http://fp-kikin.or.jp

納
期
は
５
月
31
日

自
動
車
税
を
納
め
ま
し
ょ
う

　

４
月
1
日
現
在
の
自
動
車
所
有
者

に
、自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
発
送

し
て
い
ま
す
。５
月
31
日
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

※　

納
税
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
場

　

合
や
不
明
な
点
は
、問
い
合
わ
せ
て

　

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
筑
紫
県
税
事
務
所

1（
５
１
３
）５
５
７
６

5（
５
１
３
）５
５
９
７
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健康課（いきいきプラザ内）
1（501）1134  5（501）0051

乳
幼
児
の
予
防
接
種 

〜
乳
幼
児
の
定
期
の
予
防
接
種
を
一
部
変
更
〜

厚
生
労
働
省

地
域
創
業
助
成
金

　

厚
生
労
働
省
は
、個
人
・
家
庭
向
け

サ
ー
ビ
ス
や
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
、高
齢

者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、地
域
に
貢
献

す
る
事
業
を
新
規
創
業
し
、65
歳
未
満

の
人
を
2
人
以
上
雇
用
し
た
場
合
に
、

創
業
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、春
日
市
内
で
は
、各
種
商
品
・

飲
食
料
品
小
売
業
や
一
般
飲
食
店
な
ど

も
、新
た
に
対
象
事
業
と
定
め
、助
成
金

の
対
象
範
囲
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、厚
生
労
働
省
ま
た
は
㈶

福
岡
県
高
齢
者
・
障
害
者
雇
用
支
援
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
厚
生
労
働
省

　
　

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp

▽
同
協
会

　

1（
４
７
３
）６
２
３
３

　

5（
４
７
４
）１
７
３
７

　
　

http://w
w
w
.chukonen.org

　4月1日、髙
た か た

田一
か ず み

美さんが、新たに人権
擁護委員に任命されました。
　法務大臣の委嘱を受け、地域住民の人
権を守るために活動する人権擁護委員。
高田さんは「皆さんの人権が侵害されな
いよう気を配り、身近な相談パートナー
としてお役に立ちたいです」と、抱負を
語りました。
　市内には、現在7人の人権擁護委員が
活動しています。気軽に相談してくださ
い。
○○定例人権相談
　相談日　毎月第1火曜日（6月のみ6月1日㈭）
　相談時間　午前10時～午後3時
問い合わせ先　人権女性政策課　1（584）1111　5（584）1153

髙田さんを新たに任命

私たちのまちの人権擁護委員

風
し
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
予
防
接
種
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、4
月
か
ら
、両
方

混
合
の
ワ
ク
チ
ン
を
2
回（
①
1
〜

2
歳
②
小
学
校
に
就
学
す
る
前
の
1

年
間（
幼
稚
園
な
ど
の
年
長
児
））接

種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
は
し
か
」は
感
染
力
が
強
い
た

め
、
予
防
接
種
を
受
け
な
い
と
多
く

の
人
が
か
か
り
や
す
く
、高
熱
と
発

し
ん
が
続
く
な
ど
重
症
化
し
や
す
い

病
気
で
す
。合
併
症
と
し
て
、患
者

１
０
０
人
に
数
人
の
割
合
で
肺
炎
、

１
，０
０
０
人
に
２
人
の
割
合
で
脳

炎
が
あ
り
、数
千
人
に
１
人
の
割
合

で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　
「
風
し
ん
」は
、発
熱
や
発
し
ん
が

３
日
間
程
で
治
る
の
で「
三
日
ば
し

か
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
大
人

に
な
っ
て
か
か
る
と
重
症
に
な
り
や

す
く
、特
に
、妊
娠
早
期
に
か
か
る

と
、「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」と
呼

ば
れ
る
病
気
に
よ
り
、心
臓
病
や
白

内
障
、聴
力
障
害
な
ど
の
障
害
児
が

生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

１
歳
を
過
ぎ
た
ら
、早
め
に
病
医

院
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
場
合

　

予
防
接
種
は
、感
染
症
な
ど
が
治

っ
て
一
定
期
間
を
空
け
な
い
と
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

風
し
ん
や
は
し
か
、水
ぼ
う
そ
う

な
ど
の
急
性
感
染
症
は
治
っ
て
か
ら

4
週
間
、突
発
性
発
疹
や
手
足
口
病

な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患
は
治
っ
て

か
ら
2
週
間
空
け
て
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

接
種
で
き
る
病
医
院

　

今
ま
で
、予
防
接
種
を
受
け
ら
れ

る
病
医
院
は
筑
紫
地
区
管
内（
春
日

市
・
大
野
城
市
・
筑
紫
野
市
・
太
宰
府

市
・
那
珂
川
町
）の
指
定
病
医
院
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
4
月
か
ら
は
、

県
内
の
指
定
病
医
院
で
あ
れ
ば
、ど

こ
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、B
C
G
接
種
は
、

筑
紫
地
区
管
内
の
指
定
医
院
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
指
定
病
医
院
に
つ
い

て
は
、健
康
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

※　

予
防
接
種
に
つ
い
て
不
安
が
あ

　

れ
ば
、か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、

　

正
し
く
理
解
し
た
上
で
接
種
し
ま

　

し
ょ
う
。

B
C
G

　

こ
れ
ま
で
、B
C
G
接
種
は
、結
核

の
感
染
を
調
べ
る
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
を
行
い
、そ
の
結
果
が
陰
性

の
場
合
に
の
み
接
種
し
て
い
ま
し
た

が
、昨
年
か
ら
、ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
は
せ
ず
に
、生
後
6
カ
月
に
達

す
る
ま
で
に
B
C
G
接
種
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
集
団
接
種
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、個
別
接
種（
病
医

院
で
の
接
種
）の
み
に
変
更
し
ま
し

た
。

　

B
C
G
接
種
は
一
生
に
一
度
の
結

核
の
予
防
接
種
で
す
。赤
ち
ゃ
ん
を

結
核
か
ら
守
る
た
め
に
も
、生
後
3

カ
月
を
過
ぎ
た
ら
、早
め
に
病
医
院

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

麻
し
ん（
は
し
か
）
・
風
し
ん

　

こ
れ
ま
で
、麻
し
ん（
は
し
か
）と



須玖保育所(須玖南2-120)　1（501）3090

　子育て拠点施設「すくすくプラザ」内にある須玖保育所は、
現在、0～5歳のかわいい子どもたち200人が元気に遊んで
います。子どもにやさしい温もりのある環境作りを大切にし、
異年齢児が仲良く生活しています。
　年齢の異なる子どもたち同士が一緒に生活することで、ま
た、親子のふれあいの時間「なかよし文庫」などを通して、想像
力や思いやり・優しい心などが育つようにと願っています。

　市は、安心して子どもを産み育てられる環境をさらに整
えていくため、「子育て支援課」を新設しました。この課に、
子育て支援センターと児童センターが所属することになり
ます。
　今後、子育て支援センターは、保育士や保健師、相談員な
ど8人のスタッフで、0歳～18歳の子どもたちに関わるあ
らゆることを、皆さんと一緒に考えていきます。

名札を付けましょう

　すくすくプラザ「たんぽぽルーム」では、4月から利用の
際の名札の着用をお願いしています。これは、名前が分かる
ようにすることで、お互いに声を掛け合いやすくするため
のものです。
　名札は、すくすくプラ
ザで用意しています。詳
しくは、スタッフにお尋
ねください。

　今年度から、ファミリー・サポート・センターかすが（ファ
ミサポかすが）からのお知らせを掲載していきます

こんなときに利用できます

　ファミサポは、「子育て中の人」を「子育てを応援したい
人」が支え合う会員組織です。
　学校行事や冠婚葬祭、病院など、乳幼児を連れて出かけに
くい場合や、保育園・放課後児童クラブなどの送迎などのと
きに、利用できます。
　すくすくプラザに、ファミサポアドバイザーがいますの
で、気軽にお尋ねください。

※　会員になるための説明会や講習などは、市報で随時お
　知らせしています。（6月2日の「おねがい会員説明会」の
　詳細は11ページ）

月～土曜日
（祝日を除く）

午前7時～
午後7時 600円

上記以外 780円

日曜・祝日 780円

■利用料金（1時間あたり）

ファミサポだより

申込・問い合わせ先
ファミリー・サポート・センターかすが

（すくすくプラザ内）
1（584）7700　5（584）7739

開設：月～金曜日　午前8時30分～午後5時　

K A S U G A         C I T Y17
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表紙の写真

　4月17日、市役所で、春日市個人情報保護審議会による

「春日市個人情報保護条例の改正について」の答申が行

われ、同審議会会長の山
やました

下義
よしあき

昭さん（福岡大学法科大学院

教授）が井上市長に答申書を提出しました。

　春日市は、昭和59年10月に日本初の個人情報保護条例

を施行し、これまで、適正な運用に努めてきました。しかし、

昨年4月の個人情報保護関連5法の施行や、社会情勢の変

化に対応するため、見直しを行う必要が生じました。

　この答申は、延べ15回にも及ぶ会議で審議され、行政

機関個人情報保護法を踏まえ、現行条例の長所を生かしつ

つ、個人の権利利益の保護の強化を求める内容となってい

ます。

　山下会長から答申を受け取り、井上市長は「この答申を

もとに、条例改正に万全を期したい」とあいさつしました。

市の人口 4/15 現在

◎総人口

◎世帯数

109,893人

男 53,859人女 56,034人

43,492世帯

4月24日、市役所周辺の様子。市民駐車場には、さ
まざまな花や木が植えられています。桜も散った
この時期に満開を迎えるのは「ツツジ」。赤やピン
ク、白の色鮮やかな花が来庁者を迎えてくれます。

個人情報保護条例改正に伴う答申

新時代の個人情報保護制度を目指して

　4月25日、市役所で、三松ボクシングジム(松
ま つ お

尾友
とものり

徳会

長)が、春日市スポーツ少年団(松
まつもと

本弘
ひ ろ き

樹本部長)に、4月2

日のチャリティーボクシング大会での益金を寄贈しました。

　毎年、さまざまな団体に大会の益金寄贈を続けている同

ジム。寄贈は今回で9回目を数えます。松尾会長は「子ども

たちが純粋にスポーツに取り組む姿は、とても気持ちが良

いものです。今後も、春日市のスポーツの発展のために、こ

のチャリティーを続けていきたいと思います」と、想いを述

べました。

　また、今年で30周年を迎える記念の年に、益金を受

け取った春日市スポーツ少年団。松本本部長は、「チャリ

ティーを続けていただき、大変うれしく思います。この益金

は、子どもたちの運動能力向上のための機器購入に充てた

いと思います」と、感謝の言葉を述べました。

スポーツ少年団に益金寄贈

三松ボクシングジム

　平成１７年度に春日市指定文化財に

追加指定された「鉄の矛」。

　今から、約2,000年前の弥生時代、青

銅の矛が祭祀用として使われるようにな

り、それに代わって鉄製の矛が実用品と

して使われるようになります。しかし、当時

の日本には鉄の矛を作る技術はなかっ

たことから、朝鮮半島の楽
らくろう

浪郡辺りから

もたらされたものだと考えられています。

（奴国の丘歴史資料館）

鉄の矛

長さ31.0㎝


